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本報告では, 目的変数が複数個ある場合の多変量線形回帰モデルにおいて, 有効な説明変数を選ぶ変数選

択問題を扱う. そのような変数選択問題における変数選択法の代表例としては, AIC や Cp規準などの変数

選択規準を用いた変数選択法が挙げられる. 真の説明変数の組み合わせが最適な変数の組み合わせとして選

ばれる確率 (選択確率)が漸近的に 1となる性質, 即ち, 一致性は変数選択法に望まれる性質の 1つとして挙

げられ, これまで多くの先行研究により標本数 nのみを無限大とする大標本漸近枠組みの下で様々な変数選

択規準を用いた変数選択法の一致性が調べられてきた. さらに近年では, 標本数 nのみでなく目的変数ベク

トルの次元数 pもしくは説明変数ベクトルの次元数 kも大きな高次元データを扱う重要性が高まっており,

そのような高次元データに対して大標本漸近枠組みを用いた一致性の評価は妥当でない. そのため, 近年の

先行研究（例えば, [1], [2] 参照）では, nは必ず無限大であり p+ kは nより小さいが p, kは無限大でもそ

うでなくてもよいという以下のような漸近枠組みの下で一致性を持つ変数選択規準を用いた変数選択法が

提案されている.

n → ∞, (p+ k)/n → c0 ∈ [0, 1).

しかしながら, これまでに提案されている変数選択規準を用いた変数選択法の多くは, 真のモデルにおけ

る誤差ベクトルに正規性を仮定しており, さらに標本共分散行列の逆行列を用いているため目的変数ベクト

ルの次元数 pは標本数 nよりも小さい必要がある. そこで本報告では, そのどちらの条件も緩めることを

考え, 非正規かつ p > nのときでも一致性を持つ変数選択規準を用いた変数選択法を提案する. そのため

にまず, Cp 規準の罰則項の大きさを正数 αにより調整した一般化 Cp（Generalized Cp; GCp）規準におい

て, 基準化に用いた標本共分散行列をリッジパラメータ λを用いたスカラー行列を足し合わせた行列に置き

換えたリッジ型標本共分散行列により基準化した GCp（Ridge-type GCp; RGCp）規準を考える. さらに,

RGCp 規準を用い, [3] で提案された以下のような簡便な変数選択法を適用する.

ĵ = {ℓ ∈ ω | RGCp(ω\{ℓ}|α, λ) > RGCp(ω|α, λ)}. (1)

ただし, ω = {1, . . . , k}は全ての説明変数の添え字を要素に持つ集合, RGCp(j|α, λ)は ωの部分集合 jに対

するパラメータ α, λを持つ RGCp規準を表す. このとき, 真のパラメータに関する適当な仮定の下, 以下の

ような大標本・高次元漸近枠組みを用いて, (1)が一致性を持つための α, λに関する十分条件を導出する.

n → ∞, p/n → c1 ∈ [0,∞], k/n → c2 ∈ [0, 1).

ここで, c1 = ∞は p/n → ∞を意味する. 報告当日は, 十分条件を満たす α, λを用いた提案法が非正規の下

でも高い選択確率を持つことを数値的に示す.
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